
■特集「地球温暖化を考える」 ２～５Ｐ
■公共交通(デマンドタクシー・バス) ６Ｐ
■シリーズ「１市６町合併に向けて」 ７Ｐ
■職員募集 ８Ｐ
■広告募集 ９Ｐ
■市営住宅、特別用途地区、中小企業退職金 10Ｐ
■下水道、道の日、お盆のごみ・し尿収集 11Ｐ
■まちの話題、種子島だより 12・13Ｐ
■人権、防災、仲間づくり講座 14Ｐ
■長寿医療制度、国民健康保険、年金 15Ｐ
■介護予防運動、現況届・所得状況届 16Ｐ
■お元気ですか(食中毒) 17Ｐ
■きもの大園遊会・集い、新成人の集い 18Ｐ
■お市マラソン、水生生物調査隊 19Ｐ
■スナッグゴルフ、ベッラストラーダ 20Ｐ
■パソコン講習、長浜学、ポルトガル語講座 21Ｐ
■インフォメーション 22・23Ｐ
■裏表紙　ふるさと寄付金 24Ｐ

平成20年８月号

１時間(７～８時)に84ミリという記録的な
集中豪雨にみまわれた７月18日(金)、市民プ
ールがオープンしました。
写真を撮影した20日(日)の最高気温は

32.7℃。子どもたちは、プールがオープンし
た喜びをからだ全体で表すように、太陽から
降りそそぐ強烈な日差しにも負けず、元気い
っぱいに遊んでいました。このほのぼのとす
る夏の風景を、将来見ることができなくなる
かもしれません。
18日の集中豪雨もそうですし、昨年の多治

見市と熊谷市で観測した最高気温40.9℃な
ど、近ごろ観測史上最高という言葉をよく耳
にします。それは、地球温暖化による気候の
変動が世界各地で起こり、わたしたちの生活
に影響を与えているからです。
子どもたちが安心して外で遊べる環境を残

していきたい・・・今月の特集は「地球温暖
化を考える」です。わたしたちができること
を一緒に考えてみませんか。

今 月 の 表 紙

特集

地球温暖化を考える

奇跡の星「地球」
が誕生したのが今から46億年前。

その地球が

今、悲鳴をあげています。

今回の特集では

美しい地球を後世に残していくために

わたしたちができることを考えます。
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温
暖
化
の
し
く
み

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
地
球

は
、
太
陽
か
ら
降
り
そ
そ
ぐ
光

に
よ
っ
て
地
面
が
暖
め
ら
れ
、

地
表
か
ら
放
射
さ
れ
る
熱
の
一

部
を
、
地
球
の
周
り
に
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
が
吸
収
す
る
こ
と

で
生
物
が
暮
ら
し
や
す
い
温
度

を
保
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
ガ
ス
が
な
い
と
、

地
球
の
平
均
温
度
は
マ
イ
ナ
ス

18
℃
く
ら
い
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

森
林
な
ど
の
樹
木
や
海
な
ど
に

吸
収
さ
れ
る
こ
と
で
環
境
の
中

で
循
環
し
、
大
気
中
で
一
定
の

量
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
活
動

が
活
発
に
な
り
、
二
酸
化
炭
素

(

以
下
CO2)

や
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
類

な
ど
が
大
量
に
排
出
さ
れ
、
人

為
的
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
量
と
自
然
界
で
吸
収
で

き
る
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
が
高
ま
り
熱
の
吸
収
が
増
え
、

地
球
の
気
温
が
上
昇
し
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化

で
す
。

温
暖
化
の
影
響

冬
に
雪
が
積
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
９
月
に
熱
帯
夜

が
何
日
も
続
い
た
り
と
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
を
身
近
で
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
０
６
年
か
ら
２
０
０
５

年
の
１
０
０
年
間
で
、
地
球
の

平
均
気
温
は
０．

７
４
℃
上
昇

し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化

が
進
む
と
、
２
１
０
０
年
に
は

最
悪
の
場
合
、
地
球
の
気
温
は

6.4
℃
高
く
な
り
、
海
面
が
59
㎝

上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。オ

セ
ア
ニ
ア
に
あ
る
ツ
バ
ル

と
い
う
国
で
は
、
既
に
、
潮
の

高
い
と
き
に
は
地
中
か
ら
海
水

が
湧
き
出
し
、
畑
に
侵
食
し
て

作
物
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
異
常
気
象
と
呼
ば
れ

る
豪
雨
や
暴
風
雨
、
大
洪
水
や

大
干
ば
つ
な
ど
が
世
界
中
で
発

生
し
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。

23
％
が
家
庭
か
ら
の
排
出

地
球
温
暖
化
を
加
速
さ
せ
て

い
る
CO2
の
排
出
は
、
工
場
な
ど

か
ら
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
下
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
CO2
総
排
出
量
の
内
、

約
23
％
が
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
国
立
環
境
研
究

所
の
調
査
で
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
実
は
、
わ
た
し
た
ち
の
家

庭
か
ら
の
排
出
量
も
以
外
と
多

い
の
で
す
。

地
球
温
暖
化
は
、
国
や
企
業

だ
け
が
取
り
組
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
も
非
常
に
重

要
な
の
で
す
。

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

「
何
か
し
た
い
け
れ
ど
、
何

か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
。」
と
感
じ
て
お
ら
れ
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
家
庭
で
今
す
ぐ
実

行
で
き
る
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
、
滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
の
宮
川
琴
枝
さ
ん

に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■地球温暖化のしくみ
もともとの地球
バランスよく太陽熱を受けたり放
出して、地球を暖めていました

温暖化が進んだ地球
温室効果ガス濃度が増加し、熱が
放出されないため気温が上昇して
います

ツバルでは海岸浸食の他に、タロ
ピットという主食の芋畑に海水が
入り込み、作物が育たなくなる等
の被害が出始めており、自給自足
の生活をしているツバルの人々
は、島が沈むより前に食べ物が無
くなって人が住めなくなってしま
うことを心配されています。
写真：Shuuichi Endou

(Tuvalu Overview)
出典：全国地球温暖化防止活動推進

センターウェブサイト

産業部門 
36.1％ 

業務部門 
18％ 

家庭部門 
13％ 

自動車から 
30.3％ 

照明・家電製品などから 
30.1％ 

給湯から 
14.3％ 

暖房から 
11.9％ 

ゴミから  5.2％ 

キッチンから  4.1％ 

水道から  2.2％ 冷房から  1.9％ 

運輸部門  
(自家用乗用車) 
9.7％ 

家庭から 
排出されるCO2

運輸部門  
(貨物車・船舶など) 
10.2％ 

エネルギー転換部門 
6.1％ 

工場プロセス  4.2％ 

出典：国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス 
　　　「日本の温室効果ガス排出量データ」 

廃棄物部門  2.7％ 

日本の 
CO2排出量 
部門別間接排出量 

(2006年)

家庭からの 
CO2排出量 
用途別内訳 
(2006年)


